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1 章	 序論	

1.1	 背景・目的 アジア蒸暑地域では、今後
急速な経済発展と人口増加が予想されており、

それに伴うエネルギー消費量の増大が懸念さ

れている。一年のほとんどが高温多湿気候下

にあり、冷房によるエネルギー消費が中心で

あるため、従来の高気密・高断熱型とは異な

る蒸暑地域特有の省エネルギー対策が求めら

れている。アジア蒸暑地域は、南アジアから

東アジアまで複数の国と地域にまたがってい

るため、自然条件、政策、経済状況、生産シ

ステム等は地域により異なっており、住宅の

設計にも影響していると考えられる。	

	 本研究では、これらの地域による特徴・差

異を「地域性」とし、アジア蒸暑地域の各国

における環境配慮型住宅の設計手法の現状を

把握し、地域性を含めて比較・分析すること

で、設計手法を決定する要因や、阻害する要

因を考察し、今後の環境配慮型住宅を推進す

る知見とする。なお、環境配慮型住宅とは、

「省エネルギーに加え、資源循環、環境との

共生、気候風土への適応といった観点への配

慮がみられる住宅」を指す。	

1.2	 方法・対象	 調査方法は、住宅事例調査、

設計者へのヒアリング調査及び文献調査によ

る各国の地域性の把握からなる。	

対象地域は、九州、沖縄、台湾、ベトナム、

タイ、マレーシア、シンガポール、インドネ

シアとする。	

	 住宅事例は、建築家協会賞の受賞作品や環

境配慮性に関して文献で言及がある等、各国

の先進的な住宅事例を対象とする。	

2 章	 設計手法の調査		

	 37 件の住宅事例調査(事例番号 A-AK)	と 21

名の設計者に対するヒアリング調査を行った。

住宅事例調査を通して採用されている設計手

法を把握し、ヒアリング調査を通して設計者

の設計方針を把握した。図 1 は、住宅の例と

調査対象の所在地を地図上にプロットしたも

のである。	

3 章	 設計手法の分析	

3.1	 概要	 住宅事例調査を通して、よく採用

されていた設計手法や特徴的な設計手法を抽

出し、それぞれの手法を採用の有無によりま

とめた。（表 1）横軸は国・地域・事例番号で、

図 1	 住宅調査対象例/所在地	



縦軸は設計手法を空間構成・部位・設備で整

理している。また手法の目的を採光・通風・

遮熱に分類し並記している。	

3.2	 分析結果	 空間構成・部位・設備ごとに

採用されている設計手法を分析する。	

空間構成：主に平面構成と断面構成で分けら

れ、ともに 3 つの手法がある。オープンプラ

ンと断面構成の 3 手法は、住宅内部に採光と

通風の経路を設ける手法である。東西に長い

平面と凸凹な平面は、空間の奥行きを小さく

することで、通風と採光を取り、日射量の大

きい東西に面する壁面積を小さくすることで

遮熱している。バッファー空間は、滞在時間

の長い室の外部側に滞在時間の短い空間を配

置する手法である。東南アジアで比較的多用

な空間構成の手法が用いられている。	

開口部：さらに窓位置、窓前面、外部建具に

分類する。窓位置は、窓の取り方の手法とし

て 4 手法が見られる。すべての地域で大開口

とし、通風と採光を最大限確保している。東

南アジアではトップライトの採用が多く、日

本では高窓や地窓といった窓の位置の操作が

多く見られた。窓前面では開口部の日射遮蔽

手法として、庇、バルコニー、セットバック、

ルーバーの 4 手法が見られた。比較的台湾で

の採用数が多い。外部建具は、5 つの手法が

見られた。日本では、外部建具を多層構成と

することで、状況に合わせた通風、採光を可

能としている。	

内装：日本、台湾、ベトナムのハノイでは内

装の仕上げを漆喰や土壁等の自然素材とする

ことで、湿度の調整を行っている。	

屋根：5 つの遮熱手法が見られた。大屋根や

屋根を 2 重にするダブルルーフは九州、マレ

ーシア、インドネシアでの採用が目立つ。屋

上緑化は台湾、ベトナム、シンガポールで多

表 1	 各事例の環境配慮型住宅設計手法採用の有無	 	

国
地域 ホイアン

事例 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB AC AD AE AF AG AH AI AJ AK
オープンプラン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
東西に長い平面 ● ● ● ● ● ● ● ●
凹凸な平面 ● ● ● ●
吹き抜け ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
垂直換気 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
スキップフロア ● ●

遮
熱 バッファー空間 ● ● ● ● ● ● ●

大開口 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
トップライト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
高窓 ● ● ● ● ● ● ● ●
地窓 ● ●
庇 ● ● ● ● ● ● ●
バルコニー ● ● ●
セットバック ● ●
ルーバー ● ● ● ● ● ● ●
雨戸/通風雨戸 ● ● ● ● ●
無双窓/ 格子戸 ● ●
網戸 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

内
奥 調湿性仕上げ ● ● ● ● ● ● ● ●

大屋根 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ダブルルーフ ● ● ● ● ●
屋上緑化 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
断熱材 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
空気層 ● ● ● ●

採
光

通
風 ダブルスキン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

断熱材 ● ● ● ●
空気層 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

遮
熱 断熱材 ● ● ● ● ●

ダイレクトゲイン ● ●

遮
蔽 植栽 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

水盤 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
太陽光パネル ● ● ● ● ● ● ● ●
太陽熱給湯 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
雨水タンク ● ● ●
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く見られる。断熱材の使用は日本、タイで多

い。屋根に空気層設けることで断熱とする事

例もある。ほぼすべての事例でいずれかの手

法が採用されている。	

外壁：3 つの手法が見られた。1つ目は外壁を

2 重にするダブルスキンである。アウタース

キンは PCa やルーバー、植物など様々な種類

が見られる。沖縄、ベトナム、タイで多く採

用されている。2 つ目は、断熱材の使用であ

る。日本と台湾の一部でしか採用されていな

い。３つめは、壁を 2 層にし、間に断熱とし

て空気層を設ける手法である。沖縄、ベトナ

ム、タイでの使用が見られた。柱を隠すこと

ができる意匠性の良さも採用の一因である。	

基礎：日本、台湾、ベトナムのハノイでは結

露対策として断熱材が使用されている。九州

ではダイレクトゲインによる日射熱利用が行

われている。	

外構：ほぼすべての事例で、植栽が多用され

ている。高木による日射遮蔽や芝による反射

光、輻射熱の低減が行われている。	

設備：太陽光パネルは日本、マレーシア、台

湾、シンガポールで採用が見られたが、それ

ほど件数は多くない。設計者は初期投資の高

さ及び減価償却の長さが採用できない要因で

あると指摘する。太陽熱給湯はすべての地域

で採用事例があり、ベトナム、マレーシア、

シンガポールでの採用が多い。雨水タンクは

マレーシア、シンガポールで使用が見られた。

設置の場所を必要とすることから採用数は多

くない。	

4 章	 設計手法と地域性の関係	

4.1	 概要	 気候/自然災害/経済/法律・制度/

宗教・民族の 5 つの点から各国の地域性を整

理した。それらと 3 章で把握した設計手法を

比較することで、住宅の設計に直接的に影響

を及ぼしている要素(最低気温/緯度/台風/塩

害/経済/法整備)を明らかにした。そのうち、

主要な 4 要素(最低気温/緯度/台風/経済)を

抜粋し、図 2 を作成した。最低気温は 15℃で

分類し、緯度は高低を、台風は頻度を、経済

は GDP を基準にそれぞれを線の太さで表して

いる。設計手法は 3 章で把握した傾向を、ピ

クトグラムと合わせて示した。それぞれを比

較し、地域性が設計手法に及ぼす影響を明ら

かにする。	

4.2	 分析結果	

最低気温の設計手法への影響：最低気温が 15

度以下になる地域では、調湿性の内装材や基

礎に断熱材が使用されている。気温低下によ

る結露対策が必要となることがわかる。その

他の地域では、通風確保以外の対策は行われ

ていない。外壁の断熱材は 15℃以上の地域で

は使われておらず、蒸暑対策として断熱材は

必要とされないことがわかる。最低気温が 15

度以下となる日本、台湾では外部建具により

気密を確保し、住宅内部では常に換気が行わ

れるような構成となっているが、東南アジア

では、寝室など必要な部分のみ気密を確保し、

それ以外の部分は気密を確保せず、大部分を

半屋外空間としている。ハノイでは冬季の最低

気温が 15 度以下になるにも関わらず、後者の空間

構成となっている事例が散見された。気候条件よ

りも、熱帯地域であるという意識の影響を受けて

いると考えられる。 

緯度の設計手法への影響：緯度が高く、気温

の低下も大きい九州では、夏冬での太陽高度

の差を活かしたダイレクトゲインにより日射

熱利用が行われている。ベトナム、タイでは

日射を遮りつつ、通風を確保するため、ダブ

ルスキンによる外壁での対策が多く、より赤

道に近いマレーシア、インドネシアでは屋根



の軒を大きく出すだけの対策となっている。	

台風の設計手法への影響：台風のある地域で

は、開口部や外壁を風雨から守りつつも、通

風や採光を確保する必要がある。日本、台湾

では、開口部での対策(日本では外部建具の多

層化、台湾では窓前に日射遮蔽部材を設置)、

ベトナム、タイではダブルスキンによる対策

が中心となっている。台風のない地域では、

開口部や外壁での対策は行われていない。	

経済状況による比較：設備の採用は、経済状

況とおおむね相関があるといえる。空間構成

と部位を見ると、日本では様々な手法で多様

な設備や建材を用いている。一方でシンガポ

ールは、他の東南アジア諸国と比べて、採用

手法に大きな相違はなく、経済状況の差異が

空間構成と部位の設計に与える影響は小さい

といえる。シンガポールで設備の採用が少な

いのは、住宅密度の高さや連棟形式の住宅の

多さといった設置条件の悪さが一因である。	

5 章	 まとめ	

	 日本や台湾では、高性能機器とパッシブデ

ザインの組み合わせで、東南アジアでは、シ

ンプルな手法により、自然を取り入れ、屋外

との距離感を近く保つことで、空調の使用を

できるだけ抑え、省エネルギーを実現してい

る。地域性の影響は、経済状況よりも自然状

況が住宅の設計に大きく影響している。また、

国や地域への帰属意識の影響により、本来必

要とされる手法が採用されないことがある。

今後、環境配慮型住宅を普及させるためには、

パッシブデザインが適切に評価される必要が

ある。	

図 2	 設計手法と地域性の比較	 	

 


